
 

 

 

 
 

内容） 講演会 （オンライン開催） 

「発達のとらえ方と 

いろいろな苦手さに応じた子育てのコツ 

          ～小さいお子さんの吃音臨床の現場から～ 」 

講師 言語聴覚士 藤森めぐみ氏  

（東京都千代田区子ども発達センターなど） 

日時） 2022 年 3 月 27 日（日）ＰＭ1：30～4：０0 

    （入室 1：00 からですが開始５分前の１時２５分までにお願いします） 

参加） ＺＯＯＭでのオンライン開催 
●申込みの方には、ZOOM-ID とパスコードをお知らせします。 

対象） 吃音のある小さいお子さんの保護者の方 

保育園・幼稚園の先生方 

言語聴覚士など臨床の場におられる方（まだ経験の浅い方） 

吃音や発達に関心のある方 

参加費）無料  

定員） 6０名  

主催） 千葉吃音勉強会実行委員会、NPO 法人千葉言友会 

申込み）ホームページ http://chibakituons-p-t.jimdo.com/ 

           （申込み画面あり） 

申込締切り） 3 月 23 日（水） 

 
 

 

きつおん 

千葉吃音勉強会 講演会 

～小さいお子さんの吃音臨床の現場から～ 

問合わせ先） 松尾 久憲（NPO 法人千葉言友会） 

電話   ０９０－５４２３－３２９４ 

E-mail  matsuo95@catv296.ne.jp 
ＦＡＸ （０４３６）５０－１８５５ (渡辺) 



 

 

<< 講師紹介 >> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 << 講師からのひとこと >>   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 << 千葉吃音勉強会 >>  

 

 

 

 

 

 

言語聴覚士として、個別の相談・指導場面や保育園・幼稚園の中で、吃音

のあるお子さん方にも多く関わらせていただいています。 

困りごとの一番は吃音でありながら、それ以外に、他のお子さんたちと遊

ぶのが少し苦手、新しい人や場面が少し苦手、切り替えることが少し苦手、

少し落ち着きがない、発音が少し苦手、姿勢を保つことが少し苦手、、、 

そんなさまざまな「少し」の生きづらさを持つお子さんも多いなぁという印

象です。 

そのような苦手さ、生きづらさの背景をどのように理解すればよいのか。

またどのような関わりによってお子さんの困り感を軽減することができる

のか。そのような取り組みを通して、吃音がよりラクになること、子育ても

よりラクになること、そして何よりも、それぞれのお子さんがそのお子さん

らしく生き生きと日々生活し健やかに成長されることのお手伝いができれ

ばと思っています。 

 吃音当事者のセルフヘルプグループ NPO 法人千葉言友会と、千葉県や

その近郊地域の言語聴覚士、ことばの教室教職員等、吃音に関心を持つ人

たち、そして研究者の先生にも入っていただいて、定期的に集まって開催

しています。 

藤森めぐみ氏 

1989 年お茶の水女子大学文教育学部教育学科心理学専攻卒業。一般企

業勤務を経て、2004 年 上智大学大学院言語障害研究コース修了(言語学

修士)。同年、言語聴覚士免許取得。 

東京都千代田区の子ども発達センターのほか、千代田区内の幼稚園や保

育園などへの巡回アドバイザー、東久留米市の通園施設、資生堂グループ

会社 KODOMOLOGY 外部顧問など、言語聴覚士として主に就学前のお

子さんの発達支援に関わる。保護者、保育園等の先生方に向けた講演会・

研修会活動も行っている。 

 


